
○災害防御技術と住民の防災に対する意識の向上を目的として「水防訓練」が舞鶴市主催で行われました。
○本訓練は、台風接近に伴う河川の増水や低地浸水を想定して行われ、浸水により取り残された住民の救
助訓練や各消防団（20個団）が協力して水防工法訓練が実施されました。

○なお、国土交通省の土のう造成機で土のう約７００個を製作し、消防団が月輪工法や釜段工法、せき板工
法等の水防工法訓練に活用しました。

○訓練をとおして、消防団の災害対応能力が向上し、災害時における関係機関相互の連携について理解を
深めました。

舞鶴市の「水防訓練」に消防団が集結！
国土交通省の土のう造成機も活躍！

Ｈ29.7.2

－福知山河川国道事務所－

○日 時：平成29年7月2日（日）10:00～12:00
○場 所：舞鶴市 青葉山ろく公園（舞鶴市岡安）
○参加人数：消防団、消防本部、市建設部、福知山河川国道事務所 計390人

【問い合わせ先】
国土交通省 近畿地方整備局 福知山河川国道事務所 調査課
〒620－0875 福知山市堀2459-14
TEL 0773-22-5104（代表）

【 消防団による水防工法訓練 】

【 土のう造成機を配備 】

【 土のうを用いて
釜段工法 完了 】

【 消防本部の救助訓練 】

【 過去の浸水実績、河川事業の説明（由良川本川） により消防団員の水防災意識を向上】

【 舞鶴市長が土のう製作を体験 】 【 消防団員も土のう製作を体験 】


